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               午前１０時００分開議 

〇議 長（片山博雅君） おはようございます。 

  本日の会議に欠席の届が提出されておりますので報告いたします。 

  １０番宿利俊行君所用のため欠席の届が提出されております。 

ただ今の出席議員は１５名であります。 

  会議の定足数に達しております。 

  ただちに本会議を再開し、本日の会議を開きます。 

  本日は議案質疑となっておりますが、質疑に入る前に、平成１８年度玖珠町一般会計並びに各特別会

計及び水道事業会計の歳入歳出決算監査について、監査委員より監査結果の報告を求めます。 

  代表監査委員中山キミ子君。 

〇代表監査委員（中山キミ子君） おはようございます。監査委員の中山です。 

  平成１８年度玖珠町各会計決算及び水道事業会計決算の審査を藤本監査委員さんと実施しましたので、

その結果についてご報告いたします。 

  最初に、一般会計及び特別会計より報告いたします。 

  平成１８年度玖珠町歳入歳出決算および基金運用状況を示す書類の審査意見書の１ページをお開きく
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ださい。 

  審査について 

  第１ 審査の対象 

  １．平成１８年度玖珠町一般会計歳入歳出決算 

  ２．平成１８年度玖珠町特別会計歳入歳出決算 

  （1）国民健康保険事業会計 

  （2）介護保険会計 

  （3）簡易水道会計 

  （4）住宅新築資金等貸付事業会計 

  （5）老人保健会計 

  ３．平成１８年度各会計歳入歳出事項別明細書 

  ４．平成１８年度各会計実質収支に関する調書 

  ５．平成１８年度財産に関する調書 

  ６．平成１８年度基金の運用状況に関する調書 

  第２ 審査の期間 

  平成１９年７月４日～平成１９年７月２４日まで 

  第３ 審査の時間 

   午前９時～午後５時まで 

  第４ 審査の場所 

   監査事務室及び現地 

  第５ 審査の方法 

   決算審査に当たっては、町長から送付された決算書及び事務報告等の関係書類により、地方自治

法及び町条例等の法規に基づいて適正に執行されているか、各課ごとに期日と時間を定め関係課長、

参事、係長の出席を求め収入と支出事業の説明を聞き、関係証拠書類の提出を求めて審査を行いま

した。 

   歳入歳出で指摘事項等が発生した場合は、その都度課長と話し合い改善等の指摘を行ってまいり

ました。 

   尚、審査にあたって、多忙中に監査資料を提供いただいた方々に深く感謝を申し上げます。 

  第６ 決算書の調書並びに提出時期 

   決算整理事務が迅速に行われ、会計管理者から町長に対する決算書の提出及び町長から監査委員

に対する決算書の送付については、法定の期限に提出されていることを確認しました。 

  第７ 審査の内容 

   決算審査に当っては、玖珠町監査委員条例及び玖珠町監査規定、監査基準による他、次の諸点に

重点を置き審査いたしました。 
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   １．歳入歳出決算書類は原簿と符合しているか。 

   ２．決算書その他の付属書類等の計数は正確であるか。 

   ３．調定額、収入済額等は歳入簿と符合しているか。 

  以下、１１項目にわたり審査いたしました。 

  次に、３ページに移ります。 

  平成１８年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算額は第１表のとおりで、審査にあたっては、監査基

準並びに重点審査１．から１４に至る事項について詳細に審査しましたが、違法な点は見受けられず、

かつ関係帳簿証拠書類と合致しており、計算計数は正確であることを確認しました。 

  第１表に示してあります決算額でありますが、一般会計で収入済額７９億７，７８１万１，６８１円、支出

済額７５億３，２０７万８，３１２円、特別会計の計で収入済額５８億９，６３０万５３２円、支出済額５７億６，３８５

万８，７９１円、総額で、収入済額１３８億７，４１１万２，２１３円、支出済額１３２億９，５９３万７，１０３円。この

決算額を前年度と比較すると、一般会計では歳入決算額で７９５万４，０００円の増で、歳出決算額は１億

５，２５４万２，０００円減少しています。 

  次に、４ページに移ります。 

  決算の概況 決算の概況について説明をします。 

  一般会計では、先ほど言いましたが、歳入決算額の状況は７ページの表のとおりでありますが、総

額が７９億７，７８１万１，０００円であります。 

  ①町税について 

  町税のうち町民税は収入済額５億１，２７６万３，０００円と前年対比で２，００２万７，０００円の増額と

なっています。固定資産税は８億１，０２４万円で、前年より３，０７１万１，０００円の減額、たばこ税は１

億２，１１８万３，０００円と前年対比で３３２万６，０００円の増となっています。 

  このような中にあって、未収金額は３億４，９４９万１，０００円で、前年度より１，６３９万円の増加をみ

ています。この徴収には努力をされていることとは思いますが、大口滞納者への対応など、より一層

の努力と取り組みをお願いします。 

  以下、ご一読ください。 

  特に、６ページの⑬その他で述べていますが、町有休地の有効利活用や売買等を含め財産収入の模

索を念頭に置き検討されることを望みます。 

  ７ページには、歳入決算額の状況、８、９ページには自主財源及び依存財源、平成１８年度自主・依

存財源、地方交付税３ヵ年比較表、１０ページには町債発行額年度別比較表、１１ページには経常一般

財源、１２、１３ページには平成１８年度町税決算調書とそれぞれ示してあります。 

  次に、１４ページ歳出に入ります。 

  冒頭に述べましたように、歳出合計は７５億３，２０７万８，０００円であります。１７ページにその内訳が

示してあります。 

  次に、１８ページには経常経費充当一般財源の状況、経常収支比率の推移を示してあります。 
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  １８年度の経常収支比率は８９．７％となっており、１７年度より０．３ポイント上昇しています。一層の

経常経費の抑制に留意願います。 

  １９、２０ページには、性質別歳出の状況、性質別歳出の図表を示しています。 

  次に、２１ページ２の特別会計に入ります。 

  （１）国民健康保険事業歳入歳出の決算状況は、２２、２３ページに示してあります。 

  歳入総額は２０億７，９６８万６，０００円、歳出総額は２０億３，０１１万１，０００円であります。 

  被保険者の高齢化やいまだ好転しない経済不況により、国保事業の運営はますます厳しさを増して

います。今後とも保健事業を充実し、健康づくりの推進、健診事業の充実に努め、併せて国保税の収

納率の向上に最善を尽くしていただきたいと思います。 

  ２４ページから２７ページには、それぞれ実質収支の推移、被保険者１人当たり、１世帯当りの保険

税負担額の推移、目的別収支の状況、決算調書が示してあります滞納繰越額は昨年より８７万８，０００

円の増をみております。 

  次に、２８ページ（２）介護保険事業特別会計に入ります。 

  歳入総額は１４億７，８１０万８，９６２円、歳出総額は１３億９，５５８万３，１１５円であります。 

  ３０から３３ページには、歳入歳出決算状況、基本負担割合、決算調書が示されています。 

  次に、３４ページ（３）簡易水道会計に入ります。 

  収入済額は３，８８８万７，０００円、支出済額３，８５４万６，０００円、支出済額３，８５４万６，０００円は、前

年度と比較して８１５万６，０００円の減となっています。総務費の減であります。 

  使用料徴収率は１００％となっています。 

  ３５ページには支出概要、３６ページには使用料及び徴収状況を示してあります。 

  次に、３７ページ（４）住宅新築資金等貸付事業に入ります。 

  これは償還金の収納会計事業であります。 

  収納収入済額は４１万６，０００円、収入未済額は３億３８４万４，０００円です。未償還額回収には分割納

入等の措置もとられ、努力の跡は伺えます。引き続き回収対策の検討をされ、一層の努力を要望しま

す。 

  次に、３８ページ（５）老人保健会計に入ります。 

  歳入歳出総額２２億９，９２０万３，０００円です。 

  今後も老人医療費の軽減対策として、保健・医療・福祉等関係機関との連携を図り、保健事業によ

る予防対策、高齢者が健康で自立できる生きがい対策等の充実を図ることが必要と思われます。 

  ３９ページに歳入歳出決算状況を示してあります。 

  ４０ページの審査意見書を読み上げます。 

  審査意見書 

  財政運営について 

  政府の三位一体改革による行財政環境の中にあって、自治体は徹底した改革に取り組まなければな
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りません。 

  国が進める地方分権への対応、多様化する住民ニーズへの対処など、より一層の努力が求められま

す。 

  １８年度決算審査の中で、経常収支比率は８９．７％、前年度８９．４％と厳しい状況となり、財政構造

の弾力性を失う恐れがあります。 

  歳出の内訳は、義務的経費４０．２％（前年対比△１．３％）、投資的経費２３．４％（前年比０．１％）そ

の他の経費３６．４％（前年比１．２％）となっております。 

  さらに、今後各施設等の維持管理費が増加することが考えられますので、財政の健全性の確保に留

意しながら、住民ニーズの把握に努め、福祉の向上のため、職員一丸となって行財政改革に一層の努

力をされるよう要望します。 

記 

  町税等の徴収について 

  町税は歳入の根幹をなすものであり、また他の国民健康保険税、介護保険料、住宅新築資金、町営

住宅等家賃の収入とも合わせて、収入未済額の解消に努力していただきたいと思います。 

  それぞれの現場での努力は認められますが、今後も滞納者との緊密な接触をはかり滞納整理に努め

ていただくとともに、負担の公平性及び財源の確保の観点から英知を結集し、さらに効果的な対策を

講じられるよう要望します。 

  ４２ページは債務負担行為の状況、４３ページには基金の状況が示してあります。 

  地方自治法第２４１条第１項により、いずれも法令、条例に基づいて適正な管理がなされていること

を認めました。 

  ４４ページにまとめが記述してありますので読み上げます。 

ま と め 

  平成１８年度一般会計並びに各特別会計決算書及び、財産に関する調書、財産管理並びに各基金の運

営状況について審査いたしました。 

  この間、関係各位には懇切丁寧な説明をいただき、感謝しています。 

  審査の結果は前述しましたとおり、各会計の決算、基金とも計数に誤りはなく、非違な点も見受け

られず、よく整理されており、会計整理は正確であると認めました。 

  さらに財政も健全に運用されて、黒字決算をもって翌年度に引継ぎ得たことは、財政収支の均衡保

持に努力された結果であります。 

  一般会計において、歳入で７９５万４，０００円の増、前年対比０．１％増になっています。 

  歳出では、公債費などが減少し、普通建設事業費は６，５５３万８，０００円の増、前年度対比４％増と

なり、投資的経費の比率が前年度対比１．８％減になりましたが、各種基金の積立など、執行当局の努

力と議会の適正な判断とうかがえます。 

  また、特別会計についても、厳しい財政状況のなかで、黒字決算を成し得たことは評価するところ
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であります。 

この上とも、英知を結集し、財源の確保に努め、事務改善等により行政の簡素化、能率化を高め、

経費の節減をはかり、健全な財政確立に努力せられ、『ゆとり』と『うるおい』のある『住みたくなる

童話の里』の町づくりを推進されるよう切望し審査意見書のまとめといたします。 

  次に、平成１８年度玖珠町水道事業会計決算審査意見書に移ります。 

  意見書の１ページから説明をします。 

  第１ 審査の対象  平成１８年度玖珠町水道事業会計収支決算 

  第２ 審査の期間  平成１９年７月１０日 

  第３ 審査の場所  監査事務室 

  第４ 審査の方法 

   決算審査に当たっては、町長から送付された決算書及び付属書類が、地方公営企業法及びその他

関係法規に基づいて作成され、事業の経営成績、財政状態を正確に表示しているか否かを検討する

ため、会計諸帳簿、証拠書類の照合等必要と認める審査手続きを実施し、事業の内容を把握するた

めに、計数の分析を行い、地方公営企業法第３条「経済性の発揮及び公共の福祉の増進」の主旨に

沿って運営されているかを主眼として検討し、審査を行いました。 

  第５ 審査の結果 

   審査に付された決算報告書及び財務諸表は関係法令に準拠して作成され、その計数は正確であり

会計諸帳簿と証拠書類との照合結果も符合しました。 

   よって、これら審査に付された書類は、平成１８年度の経営成績及び本年度末における財務状態を

適正に表示しているものと認めました。 

  以下、内容について説明をいたします。 

  １．予算の執行状況 

  地方公営企業法第２４条及び同施行令１７条に規定されている予算の執行状況の内容は予算の様式順

で説明します。 

  （１）業務の予定量及び実績について 

  １ページから２ページに示すとおり、業務予定量に対し給水戸数３，６４６戸で３５戸の増、有収水量

１０２万４，６９５立方で１１万７０４立方の減となっています。一日平均３０３立方の減となっています。 

  ２ページに表示してありますように、配水量の減については、有収率の向上と漏水事故の減少と考

えられます。 

  表の下段、有収率については、前年度を１．８％上昇しており、二次拡張工事の完成による結果と思

われます。今後も有収率の向上についてなお一層の努力をお願いします。 

  次に、平成１８年度水道事業決算額調については、意見書の３ページから５ページに表示してありま

す。５ページをお開きください。 

  収益的収入について 
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  事業収益の総額は１億４，６５７万１，９３７円です。その主な内訳では、営業収益１億４，６５７万１，９３７

円、営業収益の主なる内訳は、給水収益１億３，２０５万４７０円と受託工事収益で１，１３２万５，２２０円、

その他の営業収益３１９万６，２４７円となっています。 

  収益的支出について 

  水道事業費用の総額は、１億７，４３１万５，４５７円で、その主な内訳では、原水及び浄水費２，１５３万

９，２４２円、配水及び給水費は、２，７０２万５，８７１円、受託工事費１，１３２万５，２２０円、総係費３，９６９

万４，５３８円、減価償却費４，０３１万９，２７９円で、営業外費用では、２，３３１万２，２８５円、その内訳は企

業債利息１，８８９万４，８８５円、消費税４４１万７，４００円となっています。 

  また、特別損失では、予算額３４２万円に対し、決算額３４０万９，７６０円で、収益的収支については、

地方公営企業法施行令第１８条１項の規定に沿って適正な執行がなされています。 

  次に、６ページの資本的収入及び支出に入ります。 

  資本的収入については、予算額１，６３０万２，０００円に対し、決算額１，６３０万円です。 

  資本的支出については、予算額４，１０２万４，０００円に対し、決算額３，９８０万６，４４１円。その内訳は、

建設改良費１，７１５万１，３３０円と企業債償還金２，２６５万５，１１１円です。 

  なお、支出に対し収入不足額は、過年度損益勘定留保資金等により補てんされます。 

  経営の概要及び経営分析について申し上げます。 

  平成１８年度水道事業会計決算は、総収益１億３，９５９万２，３８７円、総費用１億６，８１５万２，６３７円で、

差引２，８５６万２５０円の損失が出ています。 

  経営内容については、総収益は前年度と比較して７６万７，７２６円の減で、前年度の伸び率０．９％と

比較すれば０．３ポイント低くなっております。 

  次に、８ページの営業収益の大部分を占める給水収益は、前年度との比較では３３８万３，４９８円の減

となっており、対前年度伸び率では２．６％減であります。 

  営業外収益は、前年度と比較して４４８円の減で、その要因は雑収益の減によるものです。 

  一方費用については、１，５４０万５，００４円の増となっており、費用の主な内訳は、営業費用１億４，６０１

万３６１円、営業外費用１，８８９万４，８８５円、特別損失３２４万７，３９１円です。 

  営業費用については、前年度と比較して１，６８９万５，１２５円の増、企業債等の支払利息である営業

外費用は前年度と比較して４２万７，９１２円の減となっております。 

  費用増額の主な要因は、２１、２２ページの表５「性質別費用比較表」を参照ください。 

  次に、１５ページから２６ページには、それぞれの収益的収支の予算決算対照比較表、資本的収支の

予算決算対照比較表、水道事業損益計算書、水道事業供給原価費用構成比、性質別費用比較表、経営

分析を示してありますので、ご一読ください。 

  １４ページにまとめが記述してありますので、読み上げます。 

ま と め 

  １８年度決算の概要についてそれぞれの項目で意見等を申し述べましたが、決算で示された経営実績
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は対前年比で事業収益が減となり、事業費用が増となっている。 

  事業収益の主なる水道料金の増収を図るには使用水量の増加によるもののみであり、配水管網整備

が完了し、区域内未普及地区への管網整備が進めば新規加入申込者の増加に伴い、水道料金の増収は

見込まれますが、現状においては水道料金の増収となる要素がなく横這い状態でありますので、経費

の節減に努めていただきたい。 

  独立採算制が原則の企業会計においては、水道料金を財源としており、これからも企業債借入金の

償還に伴い、利息並びに償還額も年々増加し、水道事業会計を圧迫することが予測され、本年７月か

らの料金改定により財源の増が望まれるところです。 

  水道事業関係者は財政状況を的確に把握し、経営努力に努めるとともに、公営企業の本旨である公

共の福祉の増進と住民サービスの向上に尽くすことを期待します。 

  また、水道使用料の未収金回収については、平成１８年度中徴収額においては前年度より増額がみら

れますが、なお一層未収金の回収に努力を続けることを望みます。 

  以上で終わります。 

〇議 長（片山博雅君） これで、代表監査委員による監査結果の報告を終わります。 

  なお、中山監査委員は所用のため退席の申し出がありますので、これを許します。 

 

    日程第１ 議案質疑 

 

〇議 長（片山博雅君） 日程第１、これより議案質疑を行います。 

  議案集２ページをお開きください。 

  議案第５７号、郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、質疑を行

います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第５７号の質疑を終わります。 

  次に、議案集３ページをお開きください。 

  議案第５８号、玖珠町乳幼児医療費助成に関する条例の一部改正について、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第５８号の質疑を終わります。 

  次に、議案集４ページをお開きください。 

  議案第５９号、森まちなみ公園の指定管理者の指定について、質疑を行います。 
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  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第５９号の質疑を終わります。 

  次に、議案集５ページをお開きください。 

  議案第６０号、平成１９年度特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 ごみ収集車購入契約の締結につ

いて、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６０号の質疑を終わります。 

  次に、議案第６１号、平成１９年度玖珠町一般会計補正予算（第３号）について、質疑を行います。

別冊となっております。 

２ページ第１表歳入歳出予算補正から、１６ページ歳入最後まで質疑ありませんか。ありませんか。 

  ２ページ第１表歳入歳出予算補正から、１６ページ歳入最後まで質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、１７ページから３１ページ、歳出最後まで質疑ありませんか。 

  １４番日隈久美男君。 

〇１４番（日隈久美男君） ２７ページ、１０款２項１３節委託料があります。これは、これから建設され

る北山田小学校の設計委託だと思われますが、この設計委託はですね、オープンスペースにするのか

どうかお聞きしたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） オープンスペースの予定は考えておりません。 

〇議 長（片山博雅君） １４番日隈久美男君。 

〇１４番（日隈久美男君） 後日、一般質問でですね、この件についてまた詳しく質問したいと思いま

すので、わかりました。 

〇議 長（片山博雅君） １番尾方嗣男君。 

〇１ 番（尾方嗣男君） 今の関連ですけど、北山田の小学校建設費用でございますが、木材建築とい

うふうな費用は含んでおるんでしょうか、計算しておるんでしょうか。鉄骨になるんでしょうか、そ

のへんの設計段階を聞きたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） 木材で建設をしたいと考えております。 

〇議 長（片山博雅君） １５番後藤 勲君。 

〇１５番（後藤 勲君） １５番後藤です。 
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  ２６ページ都市計画費４目総合運動公園建設事業の１７節公有財産購入費１３７万１，０００円が減になっ

ておりますが、用地購入費減になっておりますが、２２節に補償及び賠償金という節で１３７万１，０００

円が補償費として上げられておりますが、１７節の土地購入費を補償費に充てたということなんでしょ

うか、ちょっとそこ辺の説明をしていただきたいと思いますが。 

〇議 長（片山博雅君） 合原建設課長。 

〇建設課長（合原正則君） これにつきましては、土地代を、建物補償がございまして、そちらに組み

替えたということでございます。 

〇議 長（片山博雅君） １５番後藤 勲君。 

〇１５番（後藤 勲君） １５番後藤ですが、用地購入ということからですね、補償費に充てたというこ

とは、粛々と用地購入がなされているとは思っているんですが、補償費に充てるという、購入しなく

てそれで大丈夫なんでしょうけども、もうちょっとその辺のところを詳しく。 

〇議 長（片山博雅君） 合原建設課長。 

〇建設課長（合原正則君） これは建物補償費に充てるということで、今回補正をお願いしたところで

すが、これまで用地の中に、一部、この建物というのは田んぼのみちぎを置く施設ですね、稲架けの、

そういったものとか、一部簡易なものがございまして、それについてこれまで補償費を組んでおりま

せんでしたので、土地代からその補償費に充てるということで、今回補正をお願いしてるとこでござ

います。 

〇議 長（片山博雅君） ほかに質疑ありませんか。 

  ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 私は総務委員会でありますので、その他の関係がわかりませんので、お聞き

をいたします。 

  まず２２ページをお願いします。歳出の２２ページですね。 

  款が農林水産業費であります。その中のですね、４目の畜産業費の中の１９節負担金補助及び交付金

であります。この中で、皆さんご案内のとおり、第９回の全国和牛共進会が１０月の１１日から開催さ

れるわけでありますけれども、当初予算でも予算が組んでおられたようであります。そして、今回玖

珠町から９頭の出品があるということで、その数等もわからなかった、出品者の数等もわからなかっ

たと思います。 

  そういうことで、７１万４，０００円の負担金をするということでございますが、その内容をお聞かせ

いただきたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） お答えをいたします。 

  今回、全共の部分が各区が決定をいたしました。４区、６区、７区ということで、これは郡出品の

トータルで名声を高める、今回、玖珠牛の名声を高めるのと、全国ブランドとして売り出したいとい

う思いがあります。これは絶好の機会だというふうに位置づけまして、出品牛の調教強化費、全国で
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並べたときに、統一的群を作りたいということでの調教強化費、また、５年後を見据えたとき、その

経過の取り組みを５年後に生かしたいという意味をもちまして、生産者の意欲等を高めるため今回の

増額ということをお願いしているところです。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 大変ですね、心強い答弁をいただきました。そういうことで、前回は寿恵福

号が非常に日本的にですね、名声を博し、玖珠の市場価格をぐっと上がってきて、大変感謝しておる

ところでありますけれども、今回はこの雌牛群にしましても、藤平茂がやはり大分県産のですね、ひ

とつのまたメインであろうかと、是非関係者の方はこの機を逃さず、一生懸命ですね、頑張って全国

的に売り出しをしていただき、そしてまた、畜産農家の所得に反映するように是非頑張っていただき

たいと思います。これは要望でございます。 

〇議 長（片山博雅君） １番尾方嗣男君。 

〇１ 番（尾方嗣男君） 同じ２２ページの１９節ですかね、集落営農体制整備事業、ブランドを育む園

芸産地整備事業に補助金が出ておりますけれども、どういうあれでしょうかちょっとお聞きしたい。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） お答えをいたします。 

  ブランドを育む園芸産地整備事業ということで、花卉、バラ・トルコギキョウの部分、その一部の

施設費として園芸部会、園芸部会の方に補助をするものであります。 

  また、失礼しました、集落営農の方ですね、この部分につきましては、３ヵ年、近年の集落営農を、

集落を営んだ集団に補助をするというものであります。機械等の補助というような部分になっており

ます。 

  以上であります。 

〇議 長（片山博雅君） １番尾方嗣男君。 

〇１ 番（尾方嗣男君） ブランド化を育む園芸産地整備事業１，６３９万３．０００円とありますが、これ

は花卉を営む人の全員に出すのでありましょうか、どういうふうになるでしょうか。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） ４件でございます。バラの部分が３件とトルコギ

キョウの分が１件、それから、今回、大分県で新規の試験栽培ということで、花卉新技術実証という

ことで、県内５地区でありまして、玖珠の中で１箇所試験栽培をするということで、トルコギキョウ

が１件ということでございます。 

〇議 長（片山博雅君） １番尾方嗣男君。 

〇１ 番（尾方嗣男君） ハウスに対する内張りのカーテンの補助金じゃなかろうかというふうにお聞

きしたんですが、それじゃなくてトルコギキョウとバラの経営者を３件、トルコギキョウの経営者に

１件という金額の補助金ですか。 
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〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） そのとおりです。 

〇議 長（片山博雅君） そのとおり。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） はい。 

〇議 長（片山博雅君）そのとおりということです。 

  ほかにございませんか。 

  ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 同じくですね、農林課の方にお聞きをいたしますが、２３ページであります。 

  目が林業振興費、１９節の負担金補助及び交付金であります。ここに１２０万の補助金といたしまして

「夢拓く椎茸経営支援対策事業補助金」と、非常に夢拓くですね、素晴らしい事業だと思いますが、

これは初めてのような気がいたしますので、その内容をお聞かせください。 

〇議 長（片山博雅君） 麻生農林課長。 

〇農林課長兼農業委員会事務局長（麻生長三郎君） 今、どの部分に対しても後継者が少なくなってお

ります。この部分については、椎茸産業の生産者の育成ということで、本年度２件の新規参入者がご

ざいまして、その２件の新規参入者に対する補助金交付金でございます。 

  内容については、原木の確保、それから機械に対する補助ということで、県２分の１、町４分の１、

地元４分の１というようなことでございます。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） 今、お聞きしましてですね、町内どこもクヌギ林が非常に多くなってます。

そしてまた、生産農家も年々減っておるわけでありますけれども、こういった新しい新規の新規就農

者、またあるいは若い人のそういった担い手といいますか、そういう人たちがこういう山林をですね、

今から山林経営というのは非常に大事になってくるような気がいたします。そういうことで、町の方

といたしましてもこういう椎茸に関することにつきましては、前向きな姿勢でですね、どうぞ取り組

みをしていただきたいとこういうふうに、これも要望でございます。 

〇議 長（片山博雅君） 議案質疑でありますので、要望とかはそういうことを言わないように。 

  １４番日隈久美男君。 

〇１４番（日隈久美男君） ２４ページ、８款２項２目１５節工事請負費、この１，５５０万３，０００円ですか、

長刎線の工事をお聞きしましたが、以前よりですね、長刎線にトイレをということが町民各位から声

をお聞きしておりましたが、前回のときも町長の何か一般質問の答弁のときでございましたか、対岸

にトイレを建てるというようなことをお聞きしましたが、この計画はあるかどうかお聞きします。 

〇議 長（片山博雅君） 合原建設課長。 

〇建設課長（合原正則君） お答えいたします。 

  この工事請負費でございますが、これは長刎線の改良に伴います河川敷の堤水護岸を一部変更しな
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ければなりません。そのために堤水護岸工事の費用でございます。 

  ご質問のトイレにつきましては、担当課が違いますので。 

〇議 長（片山博雅君） 担当課ということですね。担当課、質疑にお答え願います。 

  小川社会教育課長。 

〇社会教育課長兼中央公民館長（小川敬文君） ご指摘のトイレにつきましては、以前の議会から数回

議題として上がってきておるところでありますが、原課といたしましては、具体的にその付近の考え

方を現在持っておりません。 

〇議 長（片山博雅君） １４番日隈久美男君。 

〇１４番（日隈久美男君） 今ですね、河川敷でいろいろな行事するときに、トイレが、今農協を今ま

で借りておりますけれども、農協が閉鎖してトイレを使用する場所がない。それで長刎線を、護岸工

事を今からするならですね、一緒に兼ねあってトイレまで建設を組んでいただきたい、このように思

います。 

〇議 長（片山博雅君） ほかに質疑ありませんか。 

  ７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） ではもう１件お願いします。 

  ２８ページをお願いします。 

  ここの教育費でありますが、項の中学校費、目、中学校管理費です。ここの１５節２，９１３万４，０００

円の工事請負費２，３２３万９，０００円、それから営繕工事５８９万５，０００円であります。この２つの工事

について説明を、内容をお願いをいたします。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 

〇学校教育課長（宿利博実君） 工事請負費の２，３２３万９，０００円の分につきましては、森中学校の屋

内運動場屋根の防水工事であります。 

  それから営繕の方の５８９万５，０００円につきましては、八幡中学校屋内運動場の屋根の防水営繕工事

となっております。 

〇議 長（片山博雅君）７番松本義臣君。 

〇７ 番（松本義臣君） それはわかりました。それでですね、森中学校の体育館、２，３００万約、それ

から八幡中学校の屋根の５８９万という金額でありますが、屋根、それから内部的なことも森中はある

と思いますが、八幡中学校は今までですね、非常に、雨漏りはしておりませんけれども、やはり非常

に錆び等がありまして、地域からのそういう要望が非常にありました。 

  今回はこういうふうでしていただくわけでありますけれども、やはりこの数字を見てみますと、や

はり地方債、それから一般財源、非常に補助金を伴わない、財政執行部も非常に苦労をした件であろ

うかと思います。そういうことでその八幡のですね、中学校５８９万ぐらいの営繕費でありますけども、

どういった内容の屋根工事をなされるかお知らせをいただきたいと思います。 

〇議 長（片山博雅君） 宿利学校教育課長。 
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〇学校教育課長（宿利博実君） 八幡中学校の屋内運動場の防水営繕ですけども、一応金属屋根の現在

の錆び、それから全体的な屋根につきましては、素地調整、ケレンという素地調整をしまして、全て

を滑らかにして下地としましてプライマーを塗ります。その上に最終的にゴムアスファルトの複合塗

膜防水というものを塗膜をいたしまして、屋根全面的な防水工事となります。 

  以上です。 

〇議 長（片山博雅君） ほかにございませんか。 

  １１番秦 時雄君。 

〇１１番（秦 時雄君） １１番秦です。 

  ２０ページの４款衛生費１３節委託料ですね、１５０万円。妊婦健診委託料ということで、この委託料

は妊婦の健診が２回から５回に今回行われるということで、私もですね、この対応を、非常に町の対

応が迅速であったと、大変私は評価しておりますので、それで、このやり方なんですけれどもですね、

多分１０月１日から行われるんじゃないかと私思っておりますけれども、例えば、今、妊婦で８回健診

を受けた、その後大体１５回ぐらいは健診を受けるということになっておりますけれども、その後はこ

の５回ということは、今まで２回の無料健診票をですね、妊婦の方に支給されていたということをお

聞きしますけれども、８回受けてもその後３回分をですね、町はその妊婦健診票の支給、そういうこ

とになるんでしょうか。そこら辺をちょっとお聞きしたいんですね。 

〇議 長（片山博雅君） 松山福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（松山照夫君） １０月１日からの施行をしてますので、現在は２回でありますから、こ

れをあと３回分ということで拡充するということになります。だから１０月１日から半年間の中にちょっ

と集中的というか集約的になるかもしれませんけども、来年度からは年間を通じた形で５回というの

が均等に健診ができるような形になるかと思います。 

〇議 長（片山博雅君） ほかにありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６１号の質疑を終わります。 

  次に、議案第６２号、平成１９年度玖珠町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、

別冊となっています。 

  歳入、歳出一括して質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６２号の質疑を終わります。 

  次に、議案第６３号、平成１９年度玖珠町簡易水道特別会計補正予算（第１号）について、歳入、歳

出一括して質疑を行います。 
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質疑ありませんか。 

 （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６３号の質疑を終わります。 

  次に、議案第６４号、平成１９年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、歳入、

歳出一括して質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６４号の質疑を終わります。 

  次に、議案第６５号、平成１９年度玖珠町水道事業会計補正予算（第１号）について、歳入、歳出一

括して質疑を行います。 

  質疑ありませんか。ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 質疑なしと認めます。 

  議案第６５号の質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  議案第６６号から議案第７２号までの７議案は、平成１８年度一般会計並びに各特別会計、水道事業会

計の決算の認定についてであります。 

  決算審査につきましては、ご承知のとおり決算特別委員会を設置し、付託のうえ審査しますので、

本日は大別して質疑を受けたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（片山博雅君） 異議なしと認めます。 

  最初に、議案第６６号、平成１８年度玖珠町一般会計歳入歳出の決算認定について、別冊です。 

  １ページ、平成１８年度玖珠町一般会計歳入歳出決算書から５０ページ、２２款町債、歳入最後まで一

括して質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、５２ページ、歳出１款議会費から、１１１ページ、６款農林水産業費最後

まで質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、同じく１１１ページ、７款商工費から、１６７ページ、歳出１４款予備費最

後まで質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、１６８ページ、実質収支に関する調書から、１８４ページ、基金貸付状況
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まで質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第６７号、平成１８年度玖珠町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、別冊の１ページから２９ページです。 

  歳入、歳出一括して質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第６８号、３１ページから４３ページ、平成１８年度玖珠町簡易水道特

別会計歳入歳出決算の認定について、歳入、歳出一括して質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  ３番河野博文君。 

〇３ 番（河野博文君） ３番河野です。 

  これ先ほどの監査の報告を含めて質問してよろしいですか。 

〇議 長（片山博雅君） 含みます。 

〇３ 番（河野博文君） 監査報告いただいたんですけど、その中でですね、事業費なんか全体的に減っ

ているようなんですけど、人件費に関しては３００万ぐらい多くなってるんですよね。これは今いろん

な面で行革等をやって人件費を抑えていると思うんですけど、どうしてこの水道の分だけ人件費が上

がっているんでしょうか。 

〇議 長（片山博雅君） 佐藤水道課長。 

〇水道課長（佐藤健一君） 人件費について、３月の議会の段階で検討するということをされちょった

んですが、１８年度についてはまだ検討前でありましたので、それから１９年度になりまして検討もし

ておるんですが、これからいろいろ水道会計の中で、改革の中で検討していきたいと思っております。 

〇議 長（片山博雅君） いいでしょうか。 

〇３ 番（河野博文君） はい。 

〇議 長（片山博雅君） ほかにございませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第６９号、４５ページから５１ページ、平成１８年度玖珠町住宅新築資

金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入、歳出一括して質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

 （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第７０号、５３ページから６４ページ、平成１８年度玖珠町老人保健特

別会計歳入歳出決算の認定について、歳入、歳出一括して質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 
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〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第７１号、６５ページから１１４ページ、平成１８年度玖珠町介護保険

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、歳入、歳出一括して質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案第７２号、平成１８年度玖珠町水道事業会計決算の認定について、

別冊です。 

  １ページ、平成１８年度玖珠町水道事業決算報告書から、２９ページ、補填財源経過表まで一括して

質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 議案集に移ります。 

議案１３ページ、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について（その１）の質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、議案集１４ページ、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦について（そ

の２）の質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 次に、１５ページ、諮問第３号、人権擁護委員候補者の推薦について（その３）

の質疑を受けます。 

  質疑ありませんか。 

  （な し） 

〇議 長（片山博雅君） 以上で質疑を終了いたします。 

 

    日程第２ 決算特別委員会の設置について 

 

〇議 長（片山博雅君） 日程第２、決算特別委員会の設置について議題といたします。 

  お諮りします。 

  議会運営委員長から報告がありましたように、平成１８年度一般会計並びに各特別会計の決算を審査

するため、８名で構成する決算特別委員会を設置したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（片山博雅君） 異議なしと認めます。 

  よって、議員８名をもって構成する決算特別委員会を設置することに決定しました。 

  ここで委員会構成を協議するため暫時休憩とします。議員の皆様は議員控室にお集まりください。 
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  執行部の方々はこのまま暫くお待ちください。 

               午前１１時１８分休憩 

                   △ 

               午前１１時２９分開議 

〇議 長（片山博雅君） 再開いたします。 

  これより特別委員会の選任を行います。 

  特別委員の選任につきましては、玖珠町議会委員会条例第６条第１項の規程により、議長において

指名することになっております。 

  決算特別委員会特別委員に 

     ２ 番 工 藤 重 信 君 

     ４ 番 菅 原   一 君 

     ６ 番 柳井田 英 徳 君 

     ８ 番 清 藤 一 憲 君 

     １０番 宿 利 俊 行 君 

     １２番 高 田 修 治 君 

     １４番 日 隈 久美男 君 

     １６番 片 山 博 雅  

 の８名を指名したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（片山博雅君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました８名を決算特別委員会委員に選任することに決しました。 

  ただ今、設置されました決算特別委員会の委員長及び副委員長は、委員会条例第７条第２項に規程

により、委員会において互選することになっております。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

               午前１１時３０分休憩 

                   △ 

               午前１１時３０分開議 

〇議 長（片山博雅君） 再開します。 

  ただ今、設置されました決算特別委員会の委員長に、８番清藤一憲君、副委員長に１２番高田修治君

が互選されました。 

 

    日程第３ 上程議案並びに陳情の委員会付託（議案第５７号から議案第７２号、陳情４件） 

 

〇議 長（片山博雅君） 日程第３、これより上程議案並びに陳情の委員会付託を行います。 
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お諮りします。 

議案第５７号から議案第７２号まで１６議案と陳情４件は、会議規則第３９条の規定により、お手元に配

付しております付託表のとおり、それぞれの担当委員会に審査の付託を行いたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（片山博雅君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５７号から議案第７２号の１６議案と陳情４件は、付託表のとおりそれぞれの担当委員

会に審査の付託をすることに決しました。 

  以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

  なお、明日８日から１０日までは休会、１１、１２日は一般質問を行いたいと思いますが、これにご異

議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議 長（片山博雅君） 異議なしと認めます。 

  よって、明日８日から１０日までは休会、１１、１２日は一般質問とすることに決定いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

午前１１時３３分 散会 
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